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第６２回羽村市市民体育祭 
平成2１年10月１１日(日) 
（雨天の場合は1２日(月)） 
会場：富士見公園グラウンド 

第６２回羽村市市民体育祭 
平成2１年10月１１日(日) 
（雨天の場合は1２日(月)） 
会場：富士見公園グラウンド 

第４０回羽村市文化祭 
平成2１年10月17日(土) 
～11月８日(日) 
会場：生涯学習センターゆとろぎ 
 

第４０回羽村市文化祭 
平成2１年10月17日(土) 
～11月８日(日) 
会場：生涯学習センターゆとろぎ 
 



　
図
書
館
で
活
躍
し
て
い
る
お
は
な
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
が
、
合
同
で
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン

グ
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
、
各
サ
ー
ク

ル
が
得
意
の
手
法
を
つ
か
っ
て
、
お
は
な

し
の
世
界
を
魅
せ
て
く
れ
ま
す
。
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
め
る
お
は
な
し

会
で
す
の
で
、
ご
家
族
や
お
友
だ
ち
を
誘

っ
て
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
 

【
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
】
 

　
赤
ち
ゃ
ん
向
け
お
は
な
し
会
で
お
な
じ

み
。
パ
ペ
ッ
ト
や
音
楽
を
使
っ
て
絵
本
の

世
界
を
楽
し
み
ま
す
。
 

【
お
は
な
し
い
っ
ぱ
い
ね
ず
み
く
ん
】
 

　
幼
児
向
け
お
は
な
し
会
を
担
当
し
て
い

る
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
 

【
え
ほ
ん
の
樹
】
 

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
中
心
と
し
た
サ

ー
ク
ル
で
す
。
 

【
木
い
ち
ご
】
 

　
何
も
見
ず
に
物
語
を
語
る
、
ス
ト
ー
リ

ー
テ
リ
ン
グ
の
サ
ー
ク
ル
で
す
。
小
学
生

向
け
お
は
な
し
会
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
 

 

             日
時
　
１１
月
７
日
（
土
）
　
 

　
　
　
午
前
１０
時
４５
分
〜
１１
時
４５
分
 

会
場
　
図
書
館
２
階
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
 

 

●
問
合
せ
　
図
書
館
 

   　
平
成
２１
年
６
月
９
日
か
ら
６
月
１９
日
ま

で
、
図
書
館
で
は
蔵
書
点
検
を
実
施
し
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
 

　
蔵
書
点
検
は
、
図
書
館
の
資
料
（
本
だ

け
で
な
く
Ｃ
Ｄ
や
ビ
デ
オ
な
ど
も
含
む
）

が
所
在
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
な
い

か
、
確
認
す
る
作
業
で
す
。
 

　
今
回
実
施
し
た
蔵
書
点
検
の
結
果
は
、

次
の
通
り
で
す
。
 

 　
【
対
象
館
】
 

　
　
本
館
・
小
作
台
図
書
室
・
三
分
室
 

○
点
検
実
施
総
数
　
２
５
８
、
５
０
９
点
 

○
不
明
資
料
数
　
　
　
　
　
　
２
０
６
点
 

 　
今
年
の
不
明
資
料
は
２
０
６
点
で
す
。

前
年
と
比
較
し
て
７０
点
近
く
増
加
し
て
い

ま
す
。
大
切
な
資
料
を
多
く
の
方
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
後
も
不
明
資

料
の
発
見
と
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
点
検
作
業
で
は
書
き
込
み
や
、

水
濡
れ
な
ど
の
汚
損
が
多
く
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
返
却
時
に
カ
ウ
ン
タ
ー
で
汚
破
損

資
料
が
発
見
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
図
書
館
の
本
は
、
市
民
の
皆

様
の
財
産
で
す
。
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。
 

   

         

●
問
合
せ
　
図
書
館
 

     　
ゆ
と
ろ
ぎ
交
流
の
ひ
ろ
ば
は
、
来
館
さ

れ
る
皆
さ
ん
が
自
由
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
ま
た
、

日
常
の
活
動
の
成
果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

発
表
で
き
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
の
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
催
し
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
 

◇
利
用
で
き
る
方
 

　
社
会
教
育
関
係
団
体
、
サ
ー
ク
ル
、
個

　
人
な
ど
。
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
催

　
事
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

　
①
公
序
良
俗
に
反
し
た
り
、
施
設
を
損

　
　
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
催
事
 

　
②
政
治
・
宗
教
活
動
や
営
利
目
的
の
催
 

　
　
事
 

　
③
入
場
料
を
徴
収
し
た
り
、
販
売
が
主

　
　
と
認
め
ら
れ
る
催
事
 

　
④
観
覧
席
へ
の
自
由
な
立
ち
入
り
を
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昨年のフェスティバルの様子 

中身が抜き取られた本 

２ はむらの教育 ２１.１０.１ 

蔵
書
点
検
の
結
果
に
つ
い
て
 

ゆ
と
ろ
ぎ
交
流
の
ひ
ろ
ば
で
 

　
　
　
催
し
を
し
ま
せ
ん
か
 



　
　
制
限
す
る
催
事
 

　
⑤
調
理
用
器
具
以
外
の
火
気
そ
の
他
危

　
　
険
物
を
使
用
す
る
催
事
 

◇
使
用
料
　
無
料
 

◇
利
用
時
間
　
 

　
ゆ
と
ろ
ぎ
が
開
館
し
て
い
る
日
の
午
前

　
９
時
〜
午
後
９
時
（
準
備
・
撤
収
時
間

　
を
含
む
）
。
た
だ
し
、
利
用
当
日
が
雨

　
天
、
降
雪
等
の
荒
天
時
、
ウ
ッ
ド
デ
ッ

　
キ
が
水
濡
れ
等
に
よ
り
危
険
と
判
断
し

　
た
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
 

◇
利
用
申
込
　
 

　
使
用
す
る
日
の
３
カ
月
前
の
月
の
初
日

　
か
ら
使
用
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に
ゆ

　
と
ろ
ぎ
へ
使
用
申
請
書
を
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
原
則
と
し
て
先
着
順
に
受
け

　
付
け
ま
す
が
、
同
じ
日
時
で
催
し
が
重

　
な
っ
た
場
合
は
、
ゆ
と
ろ
ぎ
で
調
整
し

　
て
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

◇
そ
の
他
 

　
①
近
隣
騒
音
防
止
の
た
め
、
事
前
に
音

　
　
響
機
器
等
の
音
量
等
を
確
認
さ
せ
て

　
　
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
②
催
し
の
お
知
ら
せ
は
、
ゆ
と
ろ
ぎ
イ

　
　
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。
 

       

●
 問
合
せ
　
ゆ
と
ろ
ぎ
 

    

４０
回
目
を
迎
え
る
羽
村
市
文
化
祭
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
観
て
、
聴
い
て
、
体
験

し
て
」
で
す
。
１０
月
１７
日
か
ら
１１
月
８
日

ま
で
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
を

舞
台
に
、
羽
村
の
文
化
が
一
堂
に
会
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

 
 

◆
展
示
 

・
Ⅰ
期
　
１０
月
２１
日
〜
１０
月
２５
日
 

・
Ⅱ
期
　
１０
月
２８
日
〜
１１
月
１
日
 

・
Ⅲ
期
　
１１
月
３
日
〜
１１
月
８
日
 

 ◆
ホ
ー
ル
 

・
芸
能
・
舞
踊
部
門
　
　
１０
月
２４
日
 

・
舞
踊
部
門
（
日
舞
）
　
１０
月
２５
日
 

・
音
楽
部
門
（
邦
楽
）
　
１０
月
３１
日
 

・
舞
踊
部
門
（
洋
舞
）
　
１１
月
１
日
 

・
芸
能
部
門
他
　
　
　
　
１１
月
３
日
 

・
音
楽
部
門
（
合
唱
）
　
１１
月
７
日
 

・
音
楽
部
門
（
器
楽
）
　
１１
月
８
日
 

　
 

◆
特
別
企
画
 

・
小
中
学
生
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１０
月
１７
日
 

・
映
画
会
「
山
桜
」
　
　
１０
月
２４
日
 

・
音
楽
の
ひ
ろ
ば
　
　
　
１１
月
３
日
 

 

●
問
合
せ
　
ゆ
と
ろ
ぎ
 

  

ゆとろぎ交流の 
ひろば 

第
４０
回
羽
村
市
文
化
祭
が
 

 
 
 
 
 
開
催
さ
れ
ま
す
 

スポーツコラム 
～運動の基本はウォーキング!～ 

 前号にも掲載しましたが、体質改善には、有酸素運動と筋力トレーニングを組み合わせて行うこと
が、最も効果的であると言えます。 
　まずは有酸素運動　 
　有酸素運動で代表的なものは、ウォーキング・ジョギング・スイミングなどですが、思い立った時
にすぐに開始できるウォーキングをお勧めします。専用のシューズやウエアを用意すればベストです
が、普段の洋服や靴でも大丈夫。歩くための道があれば、いつでも誰でも開始できるのが魅力です。
心肺機能の向上や、下半身の筋力の向上も図れます。 
　目指すは、１日１万歩です。歩数計が無ければ、時間を目安にすれば良いでしょう。通常、１分間
８０歩ぐらいで歩いている方が多いと思いますが、速足で歩いて１分間１００歩のペースを目標にしまし
ょう。意識して生活の中に歩く時間を作っていきましょう。 
　２０分以上運動を続けないと効果がない？　 
　運動をはじめてしばらくは、身体の中の糖質が酸素の力で燃えてエネルギーに変わります。２０分を
過ぎた頃から、エネルギー源は糖質から脂肪に変わります。肥満のもとの脂肪を燃料にする有酸素運
動が良いと言われる最大の理由が、ここにあります。継続した運動と、運動による発汗や心拍数の向
上で、脂肪燃焼のスピードが向上できます。ウォーキングが、安静時の１２倍も脂肪を燃焼していると
思えば、希望が湧いて来ませんか？２０分連続した運動ではなく、細切れでも回数を多くすれば効果は
あります。 
　脂肪燃焼による減量の効果のほかに、血液循環が良くなることから起こる、冷え性・肌あれ・肩こ
り・便秘の解消などの効果もあるので、３ヶ月も継続すれば、体質改善できるはずです。 
　次号は、筋力トレーニングについて、掲載します。　　　　　　　　　　　　　●問合せ　体育課 

３ はむらの教育 ２１.１０.１ 



４ はむらの教育 ２１.１０.１ 

　これまでは、市内全体の説明会に加えて、武蔵野小学校と羽村第三中学校を中心に説明してきまし
たが、今後は、検討委員会から最終報告が出た後、教育委員会において基本計画の素案を作成し、市
内各地において説明会を実施し、ご意見をうかがってまいります。　　　　　　　●問合せ　指導室

質　問 回　答

Ｑ11：武蔵野小学校と羽村第三中学校区では、
中学校進学時に武蔵野小学校以外からの
友達ができなくなるのではないか。

Ｑ12：小中一貫教育を実施して、学力向上が図
られ、不登校が減るのか。

Ｑ13：学力向上には、少人数での指導が有効で
はないか。

Ｑ14：学力向上のために、主要3教科に力を入
れてはどうか。

Ｑ15：中学校での不登校への取組は、どうなっ
ているのか。

Ｑ17：教職員の異動によって、小中一貫教育が
進まなくなるのではないか。

Ｑ18：小中一貫教育によって、中高一貫校や高
校への進学が不利になるのではないか。

Ｑ19：通学区域は、どうなるのか。

Ｑ21：松林小学校が240名程度であるが、これ
をどう考えているのか。

Ｑ22：羽村市が税収減の中で、どれだけの予算
を小中一貫教育に回せるのか。

Ｑ24：教職員の負担を減らすために、地域の人
材を活用したらどうか。

Ｑ25：基本計画の策定時期は、いつか。

Ｑ26：パブリックコメントだけでなく、意見を
聞く場を設定してほしい。

Ｑ27：説明会を実施して、どこまで保護者等の
意見を聞くのか。

Ｑ16：中学校でのいじめへの取組は、どうなっ
ているのか。

Ｑ23：小中一貫教育の教職員の打ち合わせは、
いつ行うのか。教職員の時間確保をどう
考えているのか。

Ｑ20：神明台地区は、武蔵野小学校に行くのか。
また、松林小学校の卒業生は、すべて羽
村第二中学校に行くのか。それは、いつ
から実施するのか。

Ａ12：先進地域の報告では、学力向上が図られ、いじめや不登
校の問題が改善した事例が多くある。

Ａ13：学力向上には少人数での指導が有効であることから、
現在、小学校においては算数、中学校においては数学
と英語の少人数指導を実施している。

Ａ14：算数・数学、英語において、人的措置をして学力向上を
図ることを考えている。

Ａ15：家庭との連絡を密にするとともに、生徒の小学校のとき
の様子を聞くなど、小学校と連携して取り組んでいる。

Ａ17：教職員が異動しても、小中一貫教育が推進できるような
システムをつくっていく。

Ａ18：中高一貫校や高校への進学が不利になるようなことは、
あってはならないと考えている。

Ａ19：現在検討しているが、小学校と中学校が連携しやすいよ
うに考えている。

Ａ21：松林小学校は、小規模校の特色を生かした教育を実施し
ている。

Ａ22：予算については、最終報告に盛り込んでいく。

Ａ24：地域の人材を活用する方向で考えている。

Ａ25：検討委員会から最終報告が出された後、10月中に基本
計画の素案をつくる予定である。

Ａ26：今後、あらゆる機会に説明会を開催し、意見を聞く場を
設けていく。

Ａ27：十分に意見を聞いて、取り入れるべきところは基本計画
に反映していく。

Ａ16：毎月、生徒にいじめ調査をするとともに、生徒の小学校
のときの様子を聞くなど、小学校と連携して取り組んで
いる。

Ａ23：新しいシステムをつくるには、時間を要することはある。
結果的に、児童・生徒によい成果が出せると考えている。

Ａ20：通学区域については検討委員会で検討しているが、今
後、学区審議会を設置し、その答申に基づき教育委員
会で決定してからの実施となる。

Ａ11：同じ学年の友達が増えないということはある。しかし、
小学校1年生から中学校3年生までの縦のつながりがで
きる。なお、松林小学校と富士見小学校の卒業生の進学
先については、今後学区審議会で検討することとなる。

５ はむらの教育 ２１.１０.１ 

小・中学校一貫教育校情報コーナー⑥ 
羽村市教育委員会では、小中一貫教育の相互理解を図るために、説明会を実施しています。 

質　問 回　答

Ｑ 1 ：小中一貫教育をなぜ今、導入するのか。

Ｑ 9 ：中学校３年生が小学校１年生の面倒をみ
ると、受験勉強に影響が出るのではない
か。

Ｑ10：中学校の習熟度別授業において、小学校
の先生が教えるということは、思春期で
難しい生徒に悪影響がないか。

Ｑ 8 ：小中一貫教育について不安や不満がある
が、教育委員会としてどう考えているの
か。

Ｑ 3 ：小中一貫教育では、中期（小学校5・6
年生、中学校1年生）以外はあまり内容
が変わらないのか。

Ｑ 7 ：中学校３年生になるまで、上級生に押さ
えつけられるというデメリットがあるの
ではないか。

Ｑ 4 ：教科担任制が増えると、担任とのかかわ
りが薄くなってしまうのではないか。

Ｑ 2 ：施設隣接型と施設分離型では、同じ成果
が出るのか。

Ｑ 6 ：小中一貫教育のデメリットをどう考えて
いるのか。

Ｑ 5 ：小中一貫教育の全国的な調査はあるのか。

Ａ 9 ：受験勉強に影響が出ることのないように考えていく。

Ａ10：生徒に悪影響を与えることがあってはならないと考え
ている。

Ａ 8 ：新しいことに対する不安は、十分に理解できる。小中一
貫教育には、様々な形がある。羽村市は、カリキュラム
を一貫にしていくことを基本とする。学区については、
基本的に小・中学校の連携が図れる形で考えている。

Ａ 3 ：中期を充実する上で指導体制等が大きく変わるが、前
期（小学校1年生～4年生）と後期（中学校2・3年生）
の充実も考えている。

Ａ 7 ：上級生に押さえつけられるということがあってはなら
ないが、小中一貫教育は、むしろ将来の人間関係、特
に縦の関係を養う面ではメリットがある。

Ａ 4 ：9教科すべてを教科担任制にするものではない。少しず
つ教科担任制を導入し、中学校へのステップづくりと
するものである。また、複数の教職員が児童・生徒を
見守ることにより、思春期の児童・生徒に対する指導
の充実が図られる。

Ａ 2 ：同様の成果は難しいところもあるが、最大限の成果が
出るように努力していく。

Ａ 6 ：指導を充実させるための経費がかかることである。

Ａ 5 ：現在のところ、小中一貫教育の全国的な調査はない。

Ａ 1 ：教育改革の流れの中で、新学習指導要領にも小中の連携
・交流を図ることが明記されている。この連携・交流を
図る最もよい方法として導入する。

 

＜説明会で出された主な質問と回答＞ 

回

1
2

3

4

5

6
7

期　日

平成21年6月26日
平成21年7月 7 日

平成21年7月 9 日

平成21年7月11日

平成21年7月27日

平成21年8月 3 日
平成21年8月 6 日

場　所 対　象
参加
人数

武蔵野小学校 武蔵野小学校・羽村第三中学校区の町内会長 15名
15名

16名

16名

224名

41名
55名

羽村第三中学校PTA運営委員

武蔵野小学校・羽村第三中学校区の町内会長
武蔵野小学校・羽村第三中学校PTA会長・副会長
武蔵野小学校PTA役員

教職員、保護者、一般市民

武蔵野小学校保護者
武蔵野小学校保護者

羽村第三中学校

武蔵野小学校

武蔵野小学校

生涯学習センター
ゆとろぎ

武蔵野小学校
武蔵野小学校



   　
今
年
度
の
教
育
委
員
会
定
例
会
（
第
７

回
〜
９
回
）
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
行

わ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

 第
７
回
教
育
委
員
会
定
例
会
 

（
平
成
２１
年
７
月
２１
日
）
 

議
　
案
 

○
羽
村
市
教
育
委
員
会
傍
聴
規
則
 

○
平
成
２１
年
度
羽
村
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
の
う
ち
教
育
費
に
係
る
部

分
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
 

※
こ
の
ほ
か
、
羽
村
市
生
涯
学
習
基
本
計

画
策
定
委
員
会
設
置
要
綱
の
一
部
を
改
正

す
る
要
綱
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対

応
に
つ
い
て
、
校
長
会
な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
 

 第
８
回
教
育
委
員
会
定
例
会
 

（
平
成
２１
年
８
月
１８
日
）
 

議
　
案
 

○
平
成
２１
年
度
羽
村
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
の
う
ち
教
育
費
に
係
る
部

分
の
意
見
聴
取
に
つ
い
て
 

○
平
成
２２
年
度
使
用
中
学
校
教
科
用
図
書

の
採
択
に
つ
い
て
 

○
平
成
２２
年
度
使
用
小
・
中
学
校
特
別
支

援
学
級
教
科
用
図
書
の
採
択
に
つ
い
て
 

○
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て〔
羽
村
市
図
書
館
協
議
会
へ
の
諮
問
〕 

※
こ
の
ほ
か
、
平
成
２１
年
度
羽
村
市
教
育

委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及

び
執
行
の
状
況
の
点
検
及
び
評
価
に
つ
い

て
、
平
成
２１
年
度
図
書
館
蔵
書
点
検
結
果

に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 第
９
回
教
育
委
員
会
定
例
会
 

（
平
成
２１
年
９
月
１８
日
）
 

議
　
案
 

○
平
成
２１
年
度
羽
村
市
教
育
委
員
会
の
権

限
に
属
す
る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状

況
の
点
検
及
び
評
価
に
つ
い
て
 

○
羽
村
市
学
区
審
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
 

※
こ
の
ほ
か
、
羽
村
市
議
会
一
般
質
問
に

つ
い
て
、
教
育
委
員
の
任
命
に
関
す
る
市

議
会
の
同
意
に
つ
い
て
な
ど
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
 

  

●
問
合
せ
　
教
育
総
務
課
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教
育
委
員
会
定
例
会
報
告
 

!"##$%&'()*+,-./01'2�3456789!"##$%&'()*,+-./01'2�3456789!"##$%&'()*,+-./01'2�3456789

　平成21年8月18日に開催された教育委員会定例会にて、以下の教科用図書が「平成22年度羽
村市立中学校教科用図書」として採択されました。 

平成22年度使用羽村市立中学校教科用図書一覧表
教科名

国　語 三省堂 

書　写 

社　会 
（地理的分野） 

社　会 
（歴史的分野） 

社　会 
（公民的分野） 

地　図 

数　学 

理　科 
（第一分野） 

三省堂 

帝国書院 

日本書籍新社 

清水書院 

帝国書院 

大日本図書 

東京書籍 

理　科 
(第二分野)

音楽（一般） 

音　楽 
（器楽合奏） 

美　術 

保健体育 

技術・家庭 
（技術分野） 

技術・家庭 
（家庭分野） 

英　語 

東京書籍 

教育芸術社 

教育芸術社 

日本文教出版 

学研 
教育みらい 

東京書籍 

東京書籍 

学校図書 

新編 新しい科学 
２分野 

中学生の音楽 

中学生の器楽 

美　術 

新・中学保健体育 

新編 
新しい技術・家庭 
技術分野 
 新編 
新しい技術・家庭 
家庭分野 
 ＴＯＴＡＬ　 
ＥＮＧＬＩＳＨ 

現代の国語 

現代の書写 

新版　中学校数学 

新編　新しい科学 
1分野 

発行者名 教科名 発行者名 教科書名教　科　書　名

社会科　中学生の地理
世界のなかの日本 
初訂版 

わたしたちの中学社会
歴史的分野 

新中学校　公民　改訂
版　日本の社会と世界 

新編　中学校社会科地
図　初訂版 



    　
羽
村
市
教
育
委
員
会
で
は
、
羽
村
市
の

教
育
、
学
術
、
文
化
、
技
芸
、
ス
ポ
ー
ツ

等
の
振
興
に
尽
力
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著

な
も
の
を
表
彰
す
る
羽
村
市
教
育
委
員
会

表
彰
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

平
成
２２
年
３
月
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ

と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
の
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
 

　
表
彰
基
準
は
、
左
記
に
示
す
と
お
り
で

す
。
お
知
り
合
い
に
表
彰
基
準
を
満
た
す

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
教
育
総

務
課
の
担
当
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
団
体
か
ら

の
推
薦
の
他
、
個
人
か
ら
の
申
請
も
受
付

け
て
お
り
ま
す
。
 

《
表
彰
基
準
》
 

【
児
童
生
徒
等
の
表
彰
】
 

①
ク
ラ
ブ
活
動
、
部
活
動
又
は
そ
の
他
の

活
動
に
お
い
て
、
関
東
レ
ベ
ル
以
上
の
競

技
会
、
東
京
都
レ
ベ
ル
以
上
の
コ
ン
ク
ー

ル
若
し
く
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
出
場

ま
た
は
出
品
し
、
著
し
い
成
果
を
あ
げ
た

も
の
。
 

②
児
童
生
徒
等
の
模
範
と
な
る
活
動
を
行

い
、
そ
の
活
動
が
顕
著
で
あ
る
も
の
。
 

③
前
２
号
の
ほ
か
、
委
員
会
が
特
に
表
彰

す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
も
の
。
 

【
教
職
員
の
表
彰
】
 

①
学
校
教
育
の
振
興
、
発
展
に
寄
与
し
、

特
に
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
も
の
。
 

②
部
活
動
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に

お
い
て
、
児
童
生
徒
の
指
導
に
著
し
い
成

果
を
あ
げ
た
も
の
。
 

③
前
２
号
の
ほ
か
、
委
員
会
が
特
に
表
彰

す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
も
の
。
 

【
教
育
功
労
者
等
の
表
彰
】
 

①
委
員
会
が
委
嘱
又
は
任
命
し
た
各
種
委

員
で
、
満
１０
年
以
上
そ
の
職
に
あ
っ
た
者
 

②
各
種
教
育
団
体
の
役
員
と
し
て
満
１２
年

以
上
そ
の
職
に
あ
っ
た
者
 

③
教
育
、
学
術
、
文
化
、
技
芸
、
ス
ポ
ー

ツ
等
の
活
動
に
お
い
て
、
市
民
の
模
範
と

な
る
活
動
を
行
っ
た
も
の
 

④
前
３
号
の
ほ
か
、
委
員
会
が
特
に
表
彰

す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
た
も
の
。
 

《
表
彰
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
》
 

○
表
彰
候
補
者
推
薦
受
付
 

平
成
２１
年
１１
月
１５
日
〜
１２
月
２５
日
 

○
表
彰
審
査
委
員
会
 

平
成
２２
年
１
月
 

○
表
彰
式
（
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
）
 

平
成
２２
年
３
月
１２
日
（
予
定
）
 

●
問
合
せ
　
教
育
総
務
課
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教
育
委
員
会
表
彰
に
つ
い
て
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

教
育
委
員
会
表
彰
に
つ
い
て
 

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

平成20年度表彰式の様子 

●羽村東小学校 
１０月３１日（土） 
　東小地域フェスティバル 
１１月２０日（金）・２１日（土） 
　展覧会 
 
●羽村西小学校 
１１月７日（土）　学芸会 
１２月１５日（火） 
　道徳授業地区公開講座 
 
●富士見小学校 
１１月２０日（金）・２１日（土） 
　図工展 
 
●栄小学校 
１０月１０日（土）　 
　農業体験稲刈り 
１０月３１日（土） 
　学習発表会 
１１月１６日（月）～２０日（金） 
　学校公開 

１１月２０日（金） 
　道徳授業地区公開講座 
 
●松林小学校 
１０月２０日（火） 
　道徳授業地区公開講座 
１１月２０日（金）・２１日（土） 
　学校公開・作品展 
 
●小作台小学校 
１０月２３日（金） 
　セーフティ教室 
１１月 ７ 日（土） 
　学習発表会 
 
●武蔵野小学校 
１１月２１日（土） 
　学習発表会 
１２月２２日（火） 
　むさしのフェスティバル 
 
 

●羽村第一中学校 
１０月 ３ 日（土）　体育大会 
１１月 ９ 日（月）～１３日（金） 
　公開授業週間 
 
●羽村第二中学校 
１０月 ３ 日（土）　体育大会 
１０月２０日（火）～２４日（土） 
　公開授業週間 
１０月２４日（土） 
　道徳授業地区公開講座 
１１月２４日（火）～２７日（金） 
　公開授業週間 
１２月 ７ 日（月）～１１日（金） 
　公開授業週間 
 
●羽村第三中学校 
１０月 ３ 日（土）　体育大会 
１０月２４日（土） 
　学校公開・道徳授業地区公開
　講座 
 

小・中学校の行事予定　10月～12月 詳しくは、各学校にお問合せください。 



福
生
消
防
署
か
ら
 

羽
村
市
教
育
委
員
会
へ
 

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
 

旅
の
経
験
か
ら
学
ぶ
 

 　
近
年
、
空
の
交
通
事
情
が
よ
く
な
っ
た

せ
い
か
気
軽
に
海
外
旅
行
が
で
き
る
時
代

に
な
り
、
私
も
そ
の
恩
恵
に
と
き
ど
き
浴

す
る
。
自
宅
に
い
て
も
Ｔ
Ｖ
の
画
像
で
世

界
中
旅
行
で
き
る
し
、
バ
ー
チ
ャ
ル
の
世

界
に
身
を
お
け
ば
宇
宙
旅
行
す
ら
体
験
は

可
能
で
あ
る
が
、
得
る
も
の
は
多
く
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

　
旅
先
で
は
小
さ
な
町
を
歩
い
て
も
そ
こ

に
は
自
分
の
日
常
生
活
と
は
違
う
歴
史
と

価
値
観
を
持
っ
て
生
活
し
て
い
る
人
々
が

い
て
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、
帰
国
後
自
分
の

持
っ
て
い
る
価
値
観
の
変
化
に
気
が
つ
く

こ
と
が
あ
る
。
情
報
化
の
時
代
で
は
あ
る

が
、
や
は
り
、
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
で

あ
る
。
 

　
さ
て
、
今
年
度
も
半
分
を
す
ぎ
た
。
皆

さ
ん
は
夏
休
み
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た

だ
ろ
う
か
。
春
に
蒔
か
れ
た
種
は
芽
吹
き

た
く
さ
ん
の
経
験
を
積
ん
で
今
で
は
確
実

に
大
き
く
成
長
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
実
り

の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
た
わ
わ
な
実
を
結
実

し
て
い
て
欲
し
い
と
願
う
。
 

教
育
委
員
長
　
志
田
保
夫
 

    　
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
毎

年
、
東
京
消
防
庁
で
は
こ
の
日
を
記
念
し

て
、
救
命
講
習
等
を
推
進
し
、
人
命
の
安

全
及
び
救
急
行
政
に
功
労
の
あ
っ
た
個
人

や
団
体
に
感
謝
状
を
贈
っ
て
い
ま
す
。
 

　
羽
村
市
教
育
委
員
会
で
は
今
年
度
よ
り
、

市
内
の
小
中
学
校
教
員
を
対
象
に
普
通
救

命
講
習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組

み
が
、
救
命
手
当
て
の
重
要
性
を
深
く
認

識
し
、
訓
練
を
積
極
的
に
推
進
し
た
功
績

で
あ
る
と
高
く
評
価
さ
れ
、
福
生
消
防
署

よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
 

              

●
問
合
せ
　
指
導
室
 

    　
羽
村
第
三
中
学
校
卓
球
部
の
野
中
千
尋

さ
ん
が
第
３７
回
関
東
中
学
校
卓
球
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
、
平
成
２１
年
８

月
２２
日
か
ら
福
岡
県
北
九
州
市
で
開
催
さ

れ
た
第
４０
回
全
国
中
学
校
卓
球
大
会
に
出

場
し
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
 

         

 

●
問
合
せ
　
教
育
総
務
課
 

   

市
内
中
学
生
の
活
躍
 

羽
村
第
三
中
学
校
卓
球
部
 

野
中
千
尋
さ
ん
全
国
大
会
出
場
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